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分ける、 分かる、 分から ない 

川村 凜太郎 

 

「 書架までご案内し ますね」「 初夏？も う 秋やで」。

カ ウン タ ーで利用者と 交わし た会話である 。 図書館

では本棚を 書架と 呼ぶが、 あまり 一般的な言葉では

ないのかも し れない。 では書架は図書館用語かと 言

う と そう でも なく 、 例えば夏目漱石の『 草枕』（ 1906

年発表） に「 紫檀の書架から 恭し く 取り 下ろ し た」 と

あり 、 かつては今より 使われていたよ う だ。  

 さ て、書架と 言えば書架分類である 。日本の多く の

図書館では NDC（ 日本十進分類法） によ っ て本が分類

さ れている 。 余談だが、 NDCの考案者である森清
も り き よ し

が神

戸市立図書館に勤務し て いたこ と がある 。 1934～38

年のこ と で、 その中で丸３ 年を かけて当時ま だ珍し

かっ た NDC を 蔵書に適用する作業を 行い、 書架分類

の基礎を 作っ た。 司書が苦心し て本を 分類する 目的

は、 特定の本が膨大な蔵書の中でど の書架にある の

か、 その本が何を 主題に書かれたも のなのか等を 分

かる よ う にし ておく ためである 。日本語の「 分かる」

の語源は「 分ける」 だと 言われているが、 書架分類は

「 分かるよ う にするために分ける 」 こ と だと 言える。 

近年増えた独立系書店など に行く と 図書館の書架

と は違い、 棚に分類が明示さ れていないと こ ろ が多

く 、本の主題や棚の境界線が「 分けていないから 分か

ら ない」 こ と がある。 司書と し ては、 気ままに過ごす

本たち に向かっ て｢NDC を 適用し てやろ う か｣と 息巻

き たく なら ないでも ないが、 同時に「 分から ない」 こ

と の魅力も 感じ る 。決まっ た枠が無いから こ そ 1 冊 1

冊が個と し て光っ て見えるのだ。｢分から ない｣は「 分

かり たい」 と 思う き っ かけになる のかも し れない。  

『 オト ラ ン ト 城奇譚』 で知ら れる ホレ ス・ ウォ ル

ポールによる 造語で「 セレ ン ディ ピ ティ 」 と いう 言葉

があり 、「 偶然を き っ かけに鋭い知恵によっ て思いが

けない発見を する こ と 」 などと 解釈さ れる 。「 分から

ない」 こ と に偶然出会い、「 分かり たい」 と 思っ た時

に必要と さ れる「 鋭い知恵」 は、 様々なこ と を「 分か

る 」 こ と によ っ て培われるのではないだろ う か。  

図書館は｢分かる ｣と ｢分から ない｣が共生する 環境

だと 思う 。｢分かり たい｣こ と がある 利用者が、求める

情報に迷わず辿り 着く こ と ができ る よ う に本を 分類

し て｢分かる ｣よ う にし ておく こ と は図書館の土台だ。

一方で、 分類から 離れたテーマ展示やイ ベン ト で は

｢分から ない｣要素を ち り ばめて、 利用者が思いがけ

ない本と 出会う 機会を 作るこ と で、 新たな｢分かり た

い｣を 生み出すこ と ができ る 。 ｢分かる ｣と ｢分から な

い｣を 相互に作用さ せる こ と で 図書館を セレ ン ディ

ピ ティ の宝庫にでき れば嬉し く 思う 。  

と こ ろ で、セレ ンディ ピティ は『 セレ ンディ ッ プ の

三人の王子たち 』 と いう 本に由来する言葉なのだが、

その本の内容については｢分から ない｣ままにし て話

を 終える。も し 気になる 方がいら っ し ゃ っ たら 、季節

を 問わず書架までご案内し ます。   （ 総務課係長）

神戸市立図書館報 

写真左： KOBE BOOK FAI R & MARKET 

写真上： 神戸「 本」 の文化振興プロジェ ク ト

グッ ズ  

（ 記事は 6 ページ）  
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利用統計と アンケート から 行動変化を考える 

市民サービ スラ イ ン  堀口尚之 

 

１ ． 利用統計実貸出者数の 2016・ 2025 年比較 

『 書燈』 N o.317（ 2016） 掲載の拙稿「 年齢別の瞬

間実貸出人数の分析」 では、2016 年の実貸出者数と

2025 年の予想・ 実貸出者数を 著し た。 本年 2025 年

は、 その答え合わせを し てみたい。 なお、 実貸出者

数の詳細については本文においては割愛する 。  

 
グラ フ 1 の点線が 2025 年の予想、灰色線が 2025

年の結果数値である。線が重なっ ていない部分が「 予

想外」 の結果と なる。 第二次 BB 世代が予想を 大き

く 下回っ ているこ と が分かる 。  

次に、 実貸出者数を 年齢別の人口で割り 、 人口の

多寡による 影響を 取り 除いた数値でグラ フ 2 を 作成

し た。 こ のグラ フ では、 人口千人あたり に換算し た

数値によっ て、異なる 年齢層と の違いや経年変化を 、

相対的に比較する こ と が可能になる。  

 

人口の影響を 除いたグラ フ 2 では、 グラ フ 1 で大

き かっ た第二次 BB 世代の落ち 込みは和ら ぎ、 ラ イ

フ ステージ別の貸出利用の特徴が出ている。 すなわ

ち 、 小学生期に多く 、 中・ 高・ 大学生期になると 少

なく なる。 子育て期は多く なり 、 50 歳になる と 減る

が、 急激な落ち込みはない。 退職期から 高齢期にか

けて利用が増えている 。  

9 年の間の変化での注目点は 16～63 歳の利用が

全体に下がっ ている点と 、70 歳以上の急な利用増だ。

こ れら は、今後の利用動向を 示し ている と 思われる 。 

２ ． 既存の統計・ アンケート を 用いた分析  

前述１ ． では新たに抽出し た数値を 用いたが、 既

に公開さ れている 統計やアン ケート を 組み合わせて、

利用の動向・ 傾向を 見る こ と も 可能だ。  

 

（ １ ） 年間貸出頻度から 見る 行動変化  

電子版（ 過去 5 年は有料公開） の「 公共図書館調

査」 には、 実貸出者数に相当する 数値（『 公共図書館

調査』 調査項目 67 番目「 う ち 有効登録者数」） があ

る 。 ただし 、 こ こ での実貸出者数は年齢別の数値が

無く 、 1 年間に 1 回でも 貸出を 行っ た利用者の全体

数である。  

延べ貸出回数を 実貸出者数で割る と 、 同じ 利用者

が繰り 返し 貸出利用する につれ大き く なる 数値が得

ら れる 、 つまり 、 一人の利用者が平均何回貸出を す

る のか分かる 。仮にこ れを「 年間貸出頻度」 と する 。  

本市『 図書館事業概要』 に掲載の貸出者数は、 貸

出 1 回ごと に 1 人と カ ウン ト し た数値であるので

「 延べ貸出回数」 に等し い。  

 

最新の 2024 年と その 9 年前の 2015 年のデータ

から 、 年間貸出頻度を 出し て比較し てみた。  

 

2015 年に比べて、 2024 年の（ A） 総貸出冊数と

（ C） 実貸出者数が減っ ている が、（ B） 延べ貸出者

数（ ＝貸出回数） は増えている 。 また、 1 回あたり

の貸出冊数 A/B は減り 、 年間貸出頻度(B/C)-1 は増

えている 。 つまり 、 こ の 9 年間で、 同じ 利用者の繰

り 返し 利用が増えている こ と が分かる。  

 

（ ２ ） アンケート 調査から みる 行動変化 

次に、 当館で毎年実施し ている「 図書館ご利用の

皆様へのアン ケート 」 を 見てみよ う 。  
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設問「 来館目的」 と「 滞在時間」 について、 2 つの

世代を 選び、 横軸を 40～59 歳、 縦軸を 60 歳以上と

し て、 2015 年度と 2024 年度の結果を 経年変化が分

かる よ う にし た（ グラ フ 3、 4）。  

 

 

こ の 10 年程で、40 歳以上は〈 予約本の受け取り 〉

が増え、〈 滞在時間〉が短く なっ ているこ と が分かる 。

少し 面白いのが、 グラ フ にはないが別途 30 歳台と

40～59 歳を 比較し たと こ ろ 、 30 歳台は滞在時間に

は変わり がないも のの、 来館目的の〈 予約本受取〉

が減り 、〈 探し て借り る〉 が増加し ていたこ と だ。  

 

（ ３ ） 見えてく る 行動変化 

 （ １ ） と （ ２ ） を まと める と 、「 新し い利用者が増

えずに、 既利用者が、 主に予約本を 小分けに借り て

いる が、 借り る 本の冊数は減っ ている」 と いう こ と

になる 。「 準備でき た予約本を 、複数冊溜めずに連絡

のある ごと に借り に来ている 」「 以前は予約本を 借り

に来たついでに、 棚も 見て借り ていたが、 最近はそ

れを し なく なっ た」 などが考えら れる。  

なお、 予約サービ スについては、 当時の長田分館

（ 現在の新長田図書館の前身） でサービ スを 開始し

た昭和 46 年から 現在に至る までに大小様々な変更

があり 、 その成果や影響については、 稿を 改めて論

じ る こ と と し たい。  

 

３ ． まと め 

実貸出者数から 算出さ れる年間貸出頻度を 、 利用

者アン ケート を 掛け合わせる こ と で、 こ れまで漠然

と 窓口業務で感じ ていた実態を 「 見える 化」 する こ

と ができ た。 同時に、 過去・ 現在・ 未来の神戸市立

図書館で行われている 「 利用」 についても 垣間見る

こ と ができ たよ う に思う 。  

実貸出者数は、「 図書館パフ ォ ーマンス指標」 日本

産業規格 X0812:2012 の 2.2 で定義し てある基本統

計数なのだが、 公開し ている 自治体は少ない。 新し

い利用者が来館し 、 貸出利用全体が増加し ている う

ち は、 実貸出者数は、 大まかには延べ貸出者数と 比

例する と 考えても 実務的には差支えなかっ た。 繰り

返し の利用は新規の利用に隠れてし ま っ て いる と

言っ てよい。 し かし 、 貸出利用の伸びが鈍化する な

ど、 総数が減っ てく る と 、 繰り 返し 利用が顕在化し

てく る 。 今後は、 利用の実態を 知るには実貸出者数

は有効な統計値と なる だろ う 。  

統計では分から ないこ と も も ちろ んある が、 統計

によ っ て見えてく るも のも ある 。 日常の小さ なサー

ビ スを 考えていく 場合にも 、 基礎的資料と し て統計

やアン ケート 結果を 取り 入れていく こ と は有用だと

考える 。  

＊ 

（ 参考）  

実貸出者数の重要性は、 亀田美紀「 公立図書館の評

価と 実利用者数・ 実利用率の関係性 : 滋賀県を 例に」

（「 論究日本文学」 2020-12 Vol .113 p.1-23） でも 述

べら れている 。  

https://doi .org/10.34382/00016149 

 

https://doi.org/10.34382/00016149
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震災関連資料室リ ニュ ーアルと 防災イ ベント  

 北澤拓実 

阪神・ 淡路大震災から 30 年を 迎えるにあたり 、中

央図書館 2 号館 3 階震災関連資料室の展示リ ニュ ー

アル及び、 国立研究開発法人防災科学技術研究所と

神戸市危機管理室と の連携展示・ イ ベント を 行っ た。 

1． 震災関連資料室リ ニュ ーアル 

2024 年 12 月 27 日、地震への備えの一助と なる こ

と を 目指し 、「 継承と 備え 阪神・ 淡路大震災 30 年」

を テーマに展示内容を リ ニュ ーアルし た。 壁面には

防災科研と 危機管理室提供の、 当時の被災状況や地

震のメ カ ニズム等に関するパネルを 展示。 また、 展

示ケース内で紹介し た資料や、 震災を 描いた絵本等

を 手に取っ て読める図書閲覧コ ーナーも 設けた。  

◇展示ケースの内容 

入口から 各ケースの展示内容が一目でわかる よ う

ケースごと にタ イ ト ルパネルを 設置し た。 全 8 つの

ケースのう ち 、 ①震災を 歩く ②し あわせ運べるよ う

に③震災直後の情報発信⑦震災と 図書館は、 旧展示

を 活かし て一部リ ニュ ーアル。 新たに設けたテーマ

は次の通り である 。  

④震災に強い街を つく る 

復興にあたり 、 ただ元に戻すのではなく 都市基盤

が防災の視点から 整備さ れた。消火用水にも なる「 せ

せら ぎ」 など 様々な工夫を 紹介し た。 震災を 経験し

ていない人が増えているため、 普段見ている 街並み

に震災の経験が活かさ れている こ と を 知っ ても ら う

内容と し た。  

⑤震災を 記録する 

 震災体験を 綴っ た手記、 震災後の街を 定点撮影で

追う 写真集、 二次元コ ード から 当時の取材映像を 見

る こ と ができ る資料など、 人々の体験や教訓を 残さ

なければいけないと いう 強い思いから 、 様々な形で

記録さ れた震災の資料を 展示し た。  

⑥出版に見る 震災 30 年 

 当館では、復興を めざし た 10 年間の資料、東日本

大震災以後さ ら なる検証が加えら れた資料、 止むこ

と のない災害にどう 備えるかを 提示する 資料など、

震災関連資料を 集め続けている 。30 年間の出版物を

「 災害医療・ 看護と 福祉」「 ボラ ン ティ ア」 等のテー

マごと に見る こ と で、 震災と 向き 合い続ける 社会や

人々の変化を 辿っ た。  

⑧今日から わたし が始める防災 

 新聞紙で作る 靴など個人ででき る防災の工夫を 紹

介し ている本を 、 図書館職員が実際にやっ てみた感

想と 共に展示し た。 また、 神戸市における 、 デジタ

ル技術を 活用し た新し い防災の取り 組みを 紹介し て

いる 。 あわせて、 パスフ ァ イ ン ダー「 今日から わた

し が始める防災」 も 配布し た。  

2． 連携展示・ イ ベント 「 こ れから の地震にそなえと

う ？」  

◇連携展示 

12 月 27 日～1 月 30 日に中央図書館 1 階ロ ビ ー

で、 防災科研の「 大地震でも 揺れない浮いてる！建

物の研究」 に関するパネルや、 防災教育コ レ ク ショ

ン 等を 中心に展示を 行っ た。また、図書館職員の「 読

んでほし い震災関連資料」 を 紹介文と と も に展示、

危機管理室の防災動画の放映も 行っ た。  

◇イ ベント  

1 月 18 日、 1 階ロ ビ ーにて防災科研プロ グラ ムの

防災イ ベント を 開催し た。  

・ ぼう さ いク イ ズ 

1 階ロ ビ ー、2 階 1. 17

文庫、3 階震災関連資料

室に計 5 つの防災ク イ

ズを 掲示し 、 全問解答

し た人には防災科研オ

リ ジナルの軍手を プ レ

ゼン ト し た。 参加者は 210 名。  

・ VR地震体験 

 震度 6 以上の地震を VRで体験。 参加者は 67 名。  

・ 津波計測ワーク ショ ッ プ 

 防災科研主任研究員によ

る 、 津波の高さ を 計算する

ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催し

た。 参加者は 14 名。  

 

展示制作の過程で多様な資料に触れ、 震災と 向き

合い続ける多く の人の姿に胸を 打たれた。 連携イ ベ

ン ト は、 震災関連資料室に初めて入っ たと いう 利用

者から 「 興味深い展示だっ た」 と の感想も あり 、 当

館の取組みを 知っ ていただく き っ かけにも なっ た。

今も 収集を 続けている 震災関連資料が、 未来の備え

につながるよ う 今後も 努めていき たい。（ 利用サービス課） 
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〈 新規採用職員エッ セイ 〉  

新し い場所、 新し い仕事 

冨原 なつみ  

 私は、 地域館での勤務を 経て、 中央図書館に採用さ れた。 地域館と の連絡業務を 中心に行う 部署に配属

になるこ と は想像し ていたが、 システムの運用保守担当になる と は思っ ても みなかっ た。  

すべてのト ラ ブルが初めての経験で、 報告の電話を 受ける たびし ど ろ も ど ろ になっ てし まい、「 頼り な

いと 思われている だろ う なあ」 と 落ち込んでし まう 。 まずは、 信頼さ れる、 と まではいかなく ても 、 不安

を 倍増さ せるこ と のない対応ができ るよ う に、 ひと つひと つの仕事を 着実にこ なし ていき たい。  

（ 総務課）  

 

図書館がある喜びを 

中山 祐美  

図書委員の活動の楽し さ が忘れら れず、 司書を 目指し まし た。 初めて通っ た公共図書館である神戸市

立図書館で司書と し て働ける こ と を 、 大変嬉し く 思います。  

 配属さ れた市民サービスラ イ ン では、 1 階のカ ウンタ ー業務などを 担当し ています。 訪れる老若男女

さ まざまな方に適切なご案内を する のは大変ですが、 その分やり がいを 感じ ています。 も っ と 実践経験

を 積み、 知識を つけて、 安心し て頼っ ても ら える 司書になるこ と が目標です。 図書館がある 喜びを 地域

の方々に感じ ても ら えるよ う 、 日々尽力し ていき ます。             （ 利用サービ ス課）  

 

「 やり がい」 を胸に 

村尾 葵  

 調査相談ラ イ ン に配属と なり 、 早く も 数ヶ 月が経と う と し ています。 私は昨年度まで学校図書館で勤務

し ていまし たが、前職と は異なる 業務の難し さ と 多さ に圧倒さ れる毎日です。一方で「 やり がい」 も 多く 、

例えばレ フ ァ レ ンス業務において、「 打楽器の歴史について書かれた本はないか」 と いう 質問に焦り なが

ら も 本を 提供し 、「 あり がと う 」 と いう 笑顔を いただいた際には、 嬉し い気持ち で一杯になり まし た。  

まだまだ司書と し て未熟ですが、「 やり がい」 を 大事にし ながら 、 成長を 続けていき たいと 思います。  

  （ 利用サービス課）  

 

神戸の図書館であると いう こ と  

山崎 直哉  

私が配属さ れた資料ラ イ ンには、 日々膨大な数の資料がやっ てく る。 それら を 皆さ んが利用でき るよ

う に整理するのが資料ラ イ ン の主な役目だが、 大量の資料に立ち向かう 中で、 神戸に関する 本の多様さ

にはよく 驚かさ れる。 地図や旅行ガイ ド 、 神戸が舞台の小説や絵本、 さ ら にピンポイ ント なも のでは神

戸の餃子がテーマの本も 存在する 。 こ う し た資料の数々と 出会える のは、 こ の図書館が神戸市の情報拠

点だから だ。 こ う し た神戸市の情報を 求める方や、 それ以外の情報を 求める 方、 多様なニーズを 持っ た

皆さ んがすぐ に望む資料にアク セスでき る よう 、 日々業務に邁進し ていき たい。  （ 利用サービ ス課）  

 

多く の人に本を届けたい 

中澤 朝子  

 子ども の頃、 宮沢賢治の『 雨ニモマケズ』 を 読んだ際、 充実し た感情が心に湧き 上がっ てき まし た。

それ以来、 本が好き になり 、 大学生の頃は書店でアルバイ ト を し 、 前職では出版社に勤めていまし た。

公共図書館の司書を 志し たのは、 すべての本が扱えて、 多く の方に本を 届けるこ と ができ る 仕事だから

です。 配属先の資料ラ イ ン では、 主に目録に関する 業務を 担当し ています。 まずは目録法を 学び直し 、

そし て、 でき る だけ多く の目録に触れたい。 早く 洋書や和古書の目録も 作成でき る よ う になり たいで

す。 目録を 通し て、 利用者と 本を つなぐ こ と 、 それが今の私の目標です。    （ 利用サービス課）  
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－読書バリ アフ リ ー展示・ 関連イ ベン ト の実施－ 

 2025 年 3 月 1 日～3 月 20 日まで中央図書館にお

いて、「 障害なく 読書を 楽し むために（ 読書バリ アフ

リ ーの世界）」と 題し た展示と その関連イ ベン ト を 実

施し た。 誰も が読書に親し み、 必要な情報にアク セ

スでき る 社会へ向けて図書館の役割が増す中、 本市

点字図書館と の連携事業と し て企画し た。  

 展示では、 図書館が行う 障害者サービスや読書を

補助する 機器・ 資料等を 紹介し た。 う ち 2 日間は、

点字図書館協力のも と 、 点字絵本やテ キス ト デイ

ジー等の体験会も 開催。約 20 名が参加し 、熱心に耳

を 傾ける 姿が見ら れた。 他にも 、 映画『 52 ヘルツ の

ク ジラ たち 』 を 日本語字幕・ 音声ガイ ド 付き で上映

する バリ アフ リ ー映画会を 開催し た。  

            （ 利用サービス課・ 峯松）

－「 こ んなレ フ ァ レ ン スあり まし た」 展。 － 

レ フ ァ レ ンスサービスの PR を 目的と し たパネル

展示を 中央図書館 1 号館 1 階エン ト ラ ンスにて 2025

年 3 月 23 日～4 月 24 日まで実施し た。 こ れまでに

調査相談窓口に寄せら れた質問と それに対する回答

のう ち、 レ フ ァ レ ン ス協同データ ベースに登録し て

いる も のを 中心に 36 の事例を 紹介し た。  

（ 総務課係長・ 川村） 

－神戸「 本」 の文化振興プロ ジェ ク ト － 

「 世界を ひろ げる 、 ほんと の出会い」 を テーマと

し たこ のプロジェ ク ト を 広く PR するため、ロ ゴマー

ク を 使っ たグッ ズを 制作し た。 来館者にはし おり を

配布し 、 ホームページには自由に印刷でき る ブッ ク

カ バーのデザイ ンを 公開し た。 また、 図書館職員は

全員ロゴマーク 入り の缶バッ チを 着用する こ と と し

た。  

さ ら にプロジェ ク ト のイ ベン ト と し て、 市内外か

ら たく さ んの特色ある 書店、 本屋、 古書店、 出版社

などに集まっ ていただく「 KOBE BOOK FAI R & MARKET」

を 2025 年 3 月 22 日に開催し た。 六甲アイ ラ ンド の

神戸フ ァ ッ ショ ンマート を 会場に約 4, 500 人も の来

場があっ た。本だけでなく 雑貨や飲食の販売のほか、

RI C コ ミ ュ ニティ ラ イ ブラ リ ーによ る読み聞かせや

ワーク ショ ッ プ も あり 、 幅広い年齢層の来場者で大

賑わいのイ ベン ト と なっ た。（ 総務課係長・ 宮本）  

－「 神戸外国人居留地計画図」 保存修理を 開始－ 

2025 年 4 月よ り 、 当館所蔵の市指定有形文化財

「 神戸外国人居留地計画図」 2 幅のう ち 明治 5 年版

( 1872) を 、 ( 一社) 国宝修理装潢師
そ う こ う し

連盟の加盟業者に

委託し 、 掛軸装を 全て解体する初の本格修理を 開始

し た。 修理には 1 年間を 要する。 令和 8 年度には、

明治 3 年版( 1870) を 修理すべく 現在準備を 進めてい

る 。          （ 利用サービ ス課・ 有賀）  

－蔵書点検（ 日程） － 

中央 11 月 12 日～11 月 25 日  北神   5 月 28 日～6 月 2 日 

東灘  4 月 2 日～ 4 月 7 日  新長田 6 月 11 日～ 6 月 16 日  

灘  4 月 9 日～ 4 月 14 日 須磨   6 月 25 日～ 6 月 30 日 

三宮  6 月 18 日～ 6 月 23 日  名谷   5 月 22 日～5 月 27 日 

兵庫  4 月 16 日～4 月 22 日  西     6 月 4 日～  6 月 9 日 

北    5 月 14 日～5 月 19 日  垂水  実施せず 

 －地域館ト ピ ッ ク ス－ 

【 ぼく ぱぐ と 金澤麻由子の絵本の世界展】  

2025 年 5 月 13 日～5 月 31 日まで、 須磨図書館に

おいて、 須磨区在住の絵本作家・ 金澤麻由子氏によ

る 原画展を 開催し た。 展示し た原画は、『 ぼく ぱぐ 』

『 さ すら いのルーロッ ト 』『 てんから のおく り も の』

の 3 作品から 選ばれた 12 点で、 子ども から 大人ま

で来館者の目を 楽し ませた。 また、 同館が所蔵する

金澤氏の絵本 8 冊も 併せて展示し 、 貸出や閲覧に供

し た。 今回の原画展は、 金澤氏と のコ ラ ボレ ーショ

ン 企画の第 1 弾と し て実施し たも ので、 今後第 2 弾

の開催も 予定し ている 。  

【 みんなで祝おう ！おたんじ ょ う び会】  

西図書館では、 2024 年 10 月より 、 開催月に 1 歳

から 5 歳の誕生日を 迎える乳幼児と その保護者を 対

象と し た「 おたんじ ょ う び会」 を 定期的に開催し て

いる 。 こ の催し では、 同館が独自に制作し たフ ォ ト

フ レ ームを 用いた記念撮影スポッ ト を 設置する ほか、

絵本の読み聞かせや手遊び、 絵本の展示などを 通じ

て、 親子のふれあいや参加者同士の交流を 促し てい

る 。              （ 総務課・ 石黒）  

               
－手帳－ 

会議 毎月 1 回 中央図書館職員安全衛生委員会 

   2.  5 第 9 期第 1 回神戸市立図書館協議会 

   6. 26 令和 7 年度兵庫県図書館協会理事会 

7. 23 令和 7 年度近畿公共図書館協議会 

第 1 回理事会・ 総会 

研修 2. 20 館内研修「 図書館貴重資料にみる“ 神戸”」

「 令和 7 年度の神戸市立図書館に向けて」  

6. 19 館内研修「 中央図書館の利用の状況を 検

証する 」  

工事 R6. 6. 18～R7. 7. 3 中央図書館電動集密書架改修 

R6. 11. 7～R7. 3. 3 須磨図書館返却ポスト 改修 



   令和7年度　こどもの読書週間行事

子ども 大人 子ども 大人

児童書の展示
「調べものにはパスファインダー！」

4/23～5/11 ー ー
児童書の展示（絵本）
「だいすきなどうぶつたち」

4/23～5/27 ー ー

児童書のミニ展示
「手でみる絵本、指でよむ絵本」

4/23～5/11 ー ー
児童書の展示（主題・読み物）
「植物のふしぎ」

4/23～5/27 ー ー

工作会「マイ図書館バッグをつくろう」 5/10 17 10
としょかんでナゾトキ
「ほんくすからの挑戦状！」

4/23～5/11 74 ー

図書館クイズラリー 4/23～5/11 83 ー 工作ライブ！ラリー「とことこ　ペンギン」 4/27 30 32

展示「本でまなぶ考古学」（連携：埋蔵文化財
センター展示「こべっこ考古学Q&A」）

4/25～5/25 ー ー 一日図書館員 4/29 4 ー

おひざのうえのおはなし会 4/19 6 5 北神図書館春まつり 5/3 368 284

おはなし会 4/26 11 6 おひざのうえのおはなし会 4/16 6 6

かみしばいの会 5/3 6 5 ストーリーテリング 4/19 4 3

たんぽぽおはなし会 5/10 14 11 ほくほくおはなし会 4/26 8 5

児童書の展示「知りたい！世界の国ぐに」 4/22～5/18 ー ー おはなし会 5/10 10 7

参加型展示「ぼく・わたしの　できた！じまん」 4/22～5/18 ー ー
児童書の展示「春のあんな音♪こんな音♪き
こえてきたのは、な～んだ？」

4/22～5/18 ー ー

館内イベント「としょかんでハント！」 4/22～5/18 302 ー
一日図書館員
「やってみよう！図書館のお仕事」

4/27 7 ー

こどもと大人が楽しむおはなし会 4/27・5/11 13 2 春のおはなし会 5/10 5 8

工作教室「おりがみでコマづくり」 5/3 8 3
読み聞かせと工作会
「へい おまち！ナガタずし かいてん！」

5/18 4 3

一日図書館員 5/10 3 ー えほんの会 4/26 9 4

みんなのおはなし会 4/26 11 7 おはなし会 5/3 6 4

おはなし会「えほんの時間」
4/27
5/4・5/11・5/18

39 20 えほんの会 5/10 4 2

おはなし会「お話と絵本の時間」
4/27
5/4・5/11・5/18

40 0 おはなし会 5/17 9 4

おひざのうえのおはなし会 5/14 7 8 資料展示「世界の動物にあいにいこう」 4/1～5/11 ー ー

児童書の展示「冒険に出かけよう！」 4/15～5/18 ー ー 資料展示「旅する動物」 4/1～5/11 ー ー

レッツゴー！図書館探検隊 4/15～5/18 412 ー 参加型展示「世界の中のどうぶつたち」 4/1～5/11 ー ー

工作教室　「さかなつりをしよう！」 4/29 9 8 親子工作教室「手作りバッグで世界一周」 5/3 4 4

子供特別映画会 5/17・5/18 3 6 一日図書館員 5/5 4 ー

一日図書館員にチャレンジ！ 5/5・5/6 ー 6 ちいさなおはなし会 4/19 3 2

おはなし会 4/20・5/18 15 14 えほんおはなし会 4/26 8 7

おひざのうえのおはなし会 4/24 4 4 おひざのうえのおはなし会 5/2 0 2

子供むけ映画会 4/26 2 2 おはなし会 5/10 4 3

おはなし会 5/4 3 3 資料展示「この本よんでみて！」 4/23～5/12 ー ー

児童書の展示「さぁぼうけんに出かけよう！」 4/22～5/11 ー ー 参加型展示「どうぶつたちとせいくらべ」 4/23～5/12 ー ー

ビンゴ　わたしはだれでしょう？ 4/22～5/11 108 ー 「どれくらい知っている？図書館クイズラリー」 4/23～5/31 ー ー

図書館本屋さん 4/27 5 ー 「一日図書館員体験ツアー」 5/5 4 ー

一日図書館員になろう！ 5/4 4 ー
ストーリーテリング「ストーリーテリングの世界
ことばで楽しむおはなし会」

5/6 9 26

オリジナル絵本をつくろう！ 5/11 7 9 おひざのうえのおはなし会 5/1 3 3

おはなし会 4/26 8 5 よつば　おはなし会 5/10 11 6

おはなし会 5/3 7 8 資料展示「ひらけ☆ポン！」 4/22～5/11 ー ー

おひざのうえのおはなし会 5/10 9 7
たるみ図書館だより
「まほうつかい・たるるんからの挑戦」

4/22～5/11 ー ー

児童書の展示「雲の世界」 4/23～5/18 ー ー 工作教室「もう一度！お名前プレゼント♪」 4/26 6 9

雲のモビールをつくろう 5/18 5 1
てのひら図書館
～スマホを使った図書館講座～

4/29 0 3

おひざのうえのおはなし会 4/25 7 6 一日図書館員 5/3 4 0

おはなし会 4/26 5 6 よるのさんぽ～ぬいぐるみのおとまり会～ 5/3 5 0

おはなし会 5/10 2 2 おはなし会 4/24 6 6

おはなし会 5/17 2 3 おひざのうえのおはなし会 5/1 2 2

読んでみてみて！ハッピーバッグ 4/19～5/11 ー ー おはなし会 5/3 7 3

イベントに参加してスタンプをあつめよう！ 4/19～5/11 59 ー おはなし会 5/14 1 2

一日図書館員 4/26 4 ー
参加型資料展示
「にしとしょ万博にいらっしゃい♪」

4/22～5/11 ー ー

人形劇 5/5 21 25 「チャレンジ☆ライブラリアン」 4/29・5/11 7 ー

紙コップでつくろう！ピョーンとジャンプ 5/10 5 2 親子手づくり会「ランチBOXをつくろう！」 5/3 7 8

小さな絵本のじかん 4/19 6 2 おはなし会 4/27 10 4

おはなし会 4/26 5 1 おはなし会 5/4 7 5

おひざのうえのおはなし会 5/3 4 3 おはなし会 5/11 11 10

おはなしとえほんの会 5/10 5 2
参加総数 2,626人（子供　1,957人　 大人669人）
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